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平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
14
日
に

開
会
し
、
「
門
真
市
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提
出
議
案

16
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
決
算
認
定
２
件
に
つ
い
て
は
、

そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
閉
会
中
の
継
続
審
査
を
付
託
し
、

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
、
９
月
27
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
20
億
４
９
７
０
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

５
２
４
億
２
０
３
９
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
本
案
は
関
係
各
常
任
委

員
会
に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
市
立

運
動
広
場
用
地
の
一
部
購
入
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
動
広
場
の

今
後
の
計
画
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
４

年
12
月
１
日
締
結
の
賃
貸
借
契
約
に
基

づ
き
、
用
地
を
返
還
す
る
に
当
た
り
、

管
理
棟
を
含
め
た
工
作
物
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
地
権
者
と
協
議
し
た
内
容

を
踏
ま
え
、
除
却
等
の
工
事
費
用
を
24

年
度
当
初
予
算
で
要
求
し
、
同
予
算
案

及
び
運
動
広
場
廃
止
条
例
案
を
24
年
３

月
議
会
で
議
決
後
、
市
広
報
紙
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
市
民
へ
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
早
い
段
階
で
除
却
工

事
等
が
開
始
で
き
る
よ
う
作
業
を
進

め
、
24
年
11
月
末
に
地
権
者
へ
用
地
を

返
却
す
る
計
画
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
用
地
を
返
却
す
る
計

画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
用
地
を

購
入
す
る
理
由
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

本
年
５
月
14
日
に
地
権
者
か
ら
、
用
地

の
一
部
買
い
上
げ
に
つ
い
て
の
要
望
書

の
提
出
を
受
け
、
賃
貸
借
契
約
第
８
条

の
土
地
の
譲
渡
時
の
措
置
及
び
契
約
に

伴
う
協
議
記
録
の
「
買
い
取
り
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
買
い
取
る
」
と
の
規
定
に

　

門
真
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
北
小
学
校
と
浜
町
中

央
小
学
校
を
統
合
し
門
真
み
ら
い
小
学

校
を
、
第
一
中
学
校
と
第
六
中
学
校
を

統
合
し
門
真
は
す
は
な
中
学
校
を
、
24

年
４
月
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
新
校
の
名
称
決
定
に

至
る
経
過
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
名
称

の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
広
報
か
ど
ま

で
の
公
募
や
対
象
校
の
児
童
・
生
徒
へ

名
称
の
募
集
を
行
い
、
応
募
の
あ
っ
た

中
か
ら
、
保
護
者
、
地
域
代
表
者
及
び

学
校
代
表
者
か
ら
成
る
校
名
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
小
学
校
名
と
し
て
門
真

み
ら
い
小
学
校
を
、
中
学
校
名
と
し
て

漢
字
表
記
の
蓮
花
中
学
校
を
候
補
名
に

絞
り
込
み
、
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
事

務
局
内
で
議
論
し
た
結
果
、
中
学
校
名

に
つ
い
て
は
、
ひ
ら
が
な
表
記
の
門
真

は
す
は
な
中
学
校
と
し
、
教
育
委
員
会

定
例
会
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
新
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全

確
保
策
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
月
出
町

郵
便
局
の
浜
町
交
差
点
で
、
歩
道
確
保

の
た
め
の
ポ
ー
ル
や
信
号
待
ち
の
待
機

場
所
の
設
置
な
ど
、
安
全
確
保
の
工
事

を
実
施
中
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
は
、

歩
行
者
信
号
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
本
年
10
月
に
は
北
小
学
校

の
生
徒
全
員
に
よ
る
模
擬
登
校
も
実
施

予
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
要
望
等
が

あ
れ
ば
対
処
法
を
検
討
す
る
な
ど
、
今

後
も
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
名
称
決
定
に
当
た
っ
て

の
地
元
合
意
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答

弁
が
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
立
文
化
会
館
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
文
化
会
館
、
公
民

館
、
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
文
化
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
使
用
料

金
の
後
納
制
度
を
24
年
４
月
か
ら
導
入

す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
制
度
導
入
の
目
的

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
使
用
料

金
の
支
払
い
方
法
は
、
市
役
所
の
開
庁

時
間
中
の
窓
口
で
の
対
応
と
な
っ
て
お

り
、
同
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
利
用

者
が
事
前
に
銀
行
口
座
の
登
録
を
行

い
、
利
用
後
の
使
用
料
金
の
口
座
振
替

を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
導
入
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
同
シ
ス
テ
ム
の
市
民
へ
の
周

知
方
法
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
広
報
か

ど
ま
24
年
１
月
号
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
各
施
設
へ
の
掲
示
等
に

よ
り
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
24
年
１

月
中
に
各
施
設
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル

代
表
者
等
へ
の
説
明
会
を
、
同
年
２
月

か
ら
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
発
行
に
係
る
利
用
者

登
録
の
受
け
付
け
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

基
づ
き
購
入
す
る
も
の
で
、
北
島
西
・

東
地
区
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
十
分
に
検
討
を
行

い
、
事
業
用
地
と
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
か
か
り
つ

け
の
病
院
や
持
病
な
ど
の
医
療
情
報
を

納
め
て
お
く
専
用
容
器
で
あ
る
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
事
業
の
配
布
対

象
等
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
者
、
75
歳
以
上
の

者
を
含
む
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障
が

い
者（
児
）及
び
そ
の
他
身
体
が
虚
弱
等

で
健
康
に
不
安
が
あ
る
者
な
ど
の
配
布

希
望
者
を
対
象
と
し
て
、
10
月
１
日
か

ら
健
康
増
進
課
、
福
祉
政
策
課
、
高
齢

福
祉
課
及
び
障
が
い
福
祉
課
の
窓
口
で

配
布
す
る
と
と
も
に
、
地
区
民
生
委
員

の
災
害
時
安
否
確
認
や
緊
急
時
連
絡
先

調
査
の
た
め
の
家
庭
訪
問
時
に
、
対
象

と
な
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

者
及
び
75
歳
以
上
の
者
を
含
む
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
希
望
す
る
者
へ
配
布
す

る
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

連
絡
会
や
障
が
い
者
団
体
な
ど
を
対
象

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
23
年
８
月
１
日
〜
10
月
31
日
）

８
・
１　

大
阪
府
都
市
計
画
審
議
会

　
　

８　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
幹
部
職
員

　
　
　
　

研
修
会

　
　

11　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
正
副
会
長

　
　
　
　

会
・
理
事
会

　
　

19　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
総
会

　
　
　
　

・
正
副
議
長
研
修
会

９
・
７　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

14　

本
会
議
（
第
３
回
定
例
会
開
会
）

　
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

15　

民
生
常
任
委
員
会

　
　

16　

建
設
文
教
常
任
委
員
会

　
　

20　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

21　

総
務
水
道
常
任
委
員
会

　
　

27　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

本
会
議
（
第
３
回
定
例
会
閉
会
）

　
　

30　

大
阪
中
央
環
状
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設

　
　
　
　

促
進
議
会
協
議
会
設
立
総
会

10
・
７　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

17　

近
畿
市
議
会
議
長
会
支
部
長
会
議

　
　

19　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

24　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

25　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
一
般
職
員

　
　
　
　

研
修
会

　
　

28　

近
畿
市
議
会
議
長
会
理
事
会

建設が進む門真はすはな中学校

に
、
本
事
業
の
周
知
を
行
い
、
配
布
の

協
力
を
依
頼
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
第
六

中
学
校
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託
の
内
容
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
本
年
７
月
に
策
定
の
門
真

市
財
政
健
全
化
計
画
・
中
期
財
政
見
通

し
に
よ
り
、
市
役
所
本
館
と
第
２
別
館

の
機
能
を
集
積
し
、
本
年
度
末
で
廃
校

予
定
の
第
六
中
学
校
を
仮
庁
舎
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
校
の
耐
震

診
断
等
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
仮
庁
舎
の
今
後
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ず
耐
震
診
断
に
よ
り
、
補
強
工
事
規
模

の
内
容
を
把
握
し
た
上
で
、
耐
震
補
強

工
事
実
施
設
計
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
24
年
度
か
ら
25
年
度
に
か
け

て
、
約
５
億
円
を
投
じ
て
、
改
修
工
事

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
仮
庁
舎
の
使
用
期
間
に
つ
い

て
は
、
幸
福
町
・
中
町
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
、
約
10

年
間
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

文
化
会
館
な
ど
へ

　

料
金
の
後
納
制
度
を
導
入

文
化
会
館
な
ど
へ

　

料
金
の
後
納
制
度
を
導
入

文
化
会
館
な
ど
へ

　

料
金
の
後
納
制
度
を
導
入

　

な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
の
ル
ミ
エ
ー
ル

ホ
ー
ル
と
中
塚
荘
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
利
用
方
法
等
に
関
し
て
、
細
か
い

打
ち
合
わ
せ
が
必
要
な
場
合
が
多
く
、

ま
た
利
用
目
的
を
確
認
す
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
シ
ス
テ
ム
は
導
入
す

る
が
、
仮
予
約
と
し
、
施
設
で
利
用
料

金
を
支
払
う
現
在
の
形
を
続
け
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

統
合
校
開
校
に
向
け

名
称
を
決
定

統
合
校
開
校
に
向
け

名
称
を
決
定

第
３
回
定
例
会
開
会

第
３
回
定
例
会
開
会

補
正
予
算　

20
議
案
を
可
決

補
正
予
算　

20
議
案
を
可
決

ど
な
ど
な

小・中学校
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門
真
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
金
を
新

た
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術

振
興
基
金
、
福
祉
推
進
基
金
及
び
都
市

整
備
基
金
の
設
置
目
的
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
基

金
の
設
置
目
的
と
使
途
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
同
基
金
は
、
21
、
22
年
度
に
住

宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
、
市

に
歳
入
の
あ
っ
た
建
物
補
償
費
の
使
途

の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
施

設
等
の
建
設
な
ど
良
好
な
ま
ち
づ
く
り

を
よ
り
推
進
す
る
た
め
創
設
す
る
も
の

で
、
使
途
に
つ
い
て
は
、
本
年
７
月
に

策
定
し
た
財
政
健
全
化
計
画
・
中
期
財

政
見
通
し
で
示
し
て
い
る
公
共
施
設
建

設
工
事
の
う
ち
、
市
民
プ
ラ
ザ
内
施
設

を
除
く
事
業
と
、
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
事
業
の
古
川
橋
地
区
及
び
中
町
地
区

の
整
備
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
同
基

金
及
び
市
債
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
負

担
の
平
準
化
を
行
い
つ
つ
、
良
好
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
と
安
定
し
た
行
財
政

運
営
が
図
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

円
高
・
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
経
済
対
策

を
求
め
る
意
見
書

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
再
検

討
を
求
め
る
意
見
書

原
発
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の
た
め
の

新
た
な
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見
書

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
国
の
防
災
指

針
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

門
真
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て
は
、
同
ホ
ー
ム
が
開
設

後
約
40
年
経
過
し
、
耐
震
化
や
建
て
か

え
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
庁
内
関
係
課
で
同
ホ
ー
ム
の
廃

止
も
含
め
た
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
検
討
し
た
結

果
、
民
間
活
力
を
活
用
し
、
施
設
の
建

て
か
え
整
備
及
び
運
営
を
行
う
に
つ

き
、
同
ホ
ー
ム
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
民
設
民
営
に
よ
り
24
年
４

月
に
開
設
予
定
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
本
市
の
関
与
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

新
施
設
の
建
設
・
運
営
事
業
は
、
現
在

の
同
ホ
ー
ム
と
は
別
の
本
市
所
有
の
四

宮
５
丁
目
１
８
９
番
、
１
９
１
４
㎡
の

土
地
を
公
募
で
選
定
し
た
社
会
福
祉
法

人
三
養
福
祉
会
に
20
年
間
無
償
で
貸
与

し
、
同
団
体
が
新
施
設
の
建
設
・
運
営

を
実
施
す
る
も
の
で
、
現
在
の
同
ホ
ー

ム
の
機
能
・
役
割
は
、
そ
の
ま
ま
新
施

設
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
の
全
入
居
者

は
引
き
続
き
新
施
設
へ
入
居
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
基

づ
き
、
今
後
も
入
所
者
に
対
し
て
は
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
さ
な
い
よ
う
、
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
新
施
設
の
概
要
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
全
室
個
室
対
応
と
な
る
定
員

30
床
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
加
え
、
定

員
29
床
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
も
併
設
さ
れ
、
施
設
内
の
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
を
周
辺
住
民
の
高
齢
者

　

今
回
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成

22
年
度
の
門
真
市
歳
入
歳
出
決
算
（
上

記
一
覧
表
の
と
お
り
）
及
び
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
慎
重
を
期
す
た
め
、
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
を

付
託
し
ま
し
た
。

　

委
員
８
名
の
氏
名
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　

内　

海　

武　

寿

　
　

木　

津　

英　

之

　
　

高　

橋　

嘉　

子

　
　

五　

味　

聖　

二

　
　

平　

岡　

久
美
子

　
　

佐　

藤　

親　

太

　
　

日　

高　

哲　

生

　
　

亀　

井　
　
　

淳

　
　
　
　
　
　
　

（
議
席
順
）

た
に   

ぐ
ち　

え
つ　

   

こ

谷 

口 

悦 

子

ふ
じ   

わ
ら 　

さ
だ　

 

と
し

藤 

原 

定 

壽

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

 　

 

門
真
市
寿
町
19
番
17
号

 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

 　

 

茨
木
市
上
泉
町
５
番
６
号

特
別
委
員
会
設
置

特
別
委
員
会
設
置

特
別
委
員
会
設
置

人
事
案
件
に
同
意

人
事
案
件
に
同
意

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
場
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
開
か
れ

た
高
齢
者
福
祉
拠
点
と
な
る
と
と
も

に
、
近
隣
の
小
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
世
代
間
交
流
に

も
役
立
て
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

同
団
体
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫

を
最
大
限
に
生
か
し
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
施
設
の
設
置
運
営
を
実
現

し
、
介
護
予
防
の
重
視
や
地
域
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
、
現
代
に
即
し
た

適
切
な
施
設
運
営
が
図
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。
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▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
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良
好
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け

ま
ち
づ
く
り
整
備
基
金
を 

設
置

良
好
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け

ま
ち
づ
く
り
整
備
基
金
を
設
置

決算

  市立養護老人ホームを廃止
　民設民営の
　　　新施設開設へ

  市立養護老人ホームを廃止
　民設民営の
　　　新施設開設へ

番　号 件　　　　　名 議決結果
報告第 4 号 門真市土地開発公社の経営状況について 議決不要

承認第 6 号 専決処分の承認を求めることについて（門真
市税条例の一部を改正する条例について） 承 認

議案第 29 号   門真市の休日を定める条例の一部改正について 可　　決

議案第 30 号   特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第 31 号 門真市税条例等の一部改正について 可　　決

議案第 32 号 門真市基金条例の一部改正について 可　　決

議案第 33 号    門真市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部改正について 可　　決

議案第 34 号    門真市立学校設置条例の一部改正について 可　　決

議案第 35 号   門真市立文化会館条例等の一部改正について 可　　決

議案第 36 号    門真市立養護老人ホーム条例の廃止について 可　　決

議案第 37 号                    平成23年度門真市一般会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第 38 号                 平成23年度門真市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号） 可　　決

議案第 39 号                  平成23年度門真市公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号） 可　　決

議案第 40 号                  固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意

議案第 41 号                  教育委員会委員の任命について 同 意

認 定 第 1 号                  平成22年度門真市歳入歳出決算認定について 継続審査

認 定 第 2 号                  平成22年度門真市水道事業会計決算認定について 継続審査

議員提出議案
第 8 号                  円高・デフレを克服する経済対策を求める意見書 可　　決

議員提出議案
第 9 号                  子ども・子育て新システムの再検討を求める意見書 可　　決

議員提出議案
第 1 0 号                  

原発から再生可能エネルギーへの転換を求め
る意見書 可　　決

議員提出議案
第 1 1 号                  自治体クラウドの推進を求める意見書 可　　決

議員提出議案
第 1 2 号                  

学校施設の防災機能向上のための新たな制度
創設を求める意見書 可　　決

議員提出議案
第 1 3 号                  

原子力発電所における国の防災指針の見直し
を求める意見書 可　　決

■議会で決まったこと

質　問　要　旨 質　問　要　旨
■市政に対する一般質問

１　防災について
　⑴　被災者支援システムについて
　⑵　福祉避難所について
２　視覚障がい者支援について
　⑴　点字版「広報かどま」の拡充について
　⑵�　視覚障がい者に配慮した自転車の走行につ

いて
３　がん検診について
　⑴　胃がん検診について
　⑵　がん検診の受診率向上の教育について
１　脱関電の電力購入契約の具体化について
２　障がいを持つ子どもたちの人権保障について
３　民族差別脅迫を許さない人権行政について
４�　市民部が予定している税金浪費有害事業につ

いて
１　自治体クラウドについて
　⑴�　自治体におけるＩＴ化の現状と今後の展望

について
２　ＰＲＥ（公的不動産）戦略について
　⑴　市所有の不動産活用について
１　景気減速による不動産流通問題について
　⑴　本市の住宅政策について
　⑵�　固定資産税、都市計画税の引き下げについて
　⑶　用途地域の線引きの見直しについて
　⑷　不動産登記事務取扱基準の見直しについて
１　門真市地域防災計画の見直しについて
　⑴　計画の「災害の想定」項目について
　⑵　今後のスケジュールについて
　⑶　住民参加の地域防災計画の見直しについて
　⑷�　防災・減災啓発や実際の避難誘導などの課

題について
　⑸　復興基本条例の制定について
　⑹　ハザードマップの見直しについて
２　児童・生徒の確かな学力の育成について
　⑴　学校図書館の充実について
　⑵　専任司書の配置について
１　通学路の安全整備について
２　�予防ワクチンの公費助成の継続と拡充について
　⑴�　ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン、子宮頸

がんワクチンの現在までの接種状況と公費助
成の継続、拡充について

１　学校教育について
　⑴　学力テストの結果への対応について
１　幼保一体化について
　⑴�　国における子ども・子育て新システムと門真

市における就学前児童に関する対応について
２　スマートシティについて
　⑴�　スマートシティ構築に関する国の施策との

関連について
３　労働条件審査について
　⑴�　門真市における労働条件審査の認識と展望

について

１　�門真市財政健全化計画・中期財政見通しにつ
いて

　⑴　策定の経過、概要等について
　⑵�　「今後の主な建設事業の見込み」、「公共

公益施設構想」について
　⑶　「主な未利用地の売却見込み」について
２　門真市営新橋住宅について
　⑴�　「門真市営新橋住宅再整備・基本計画」に

ついて
　⑵　居住者への説明、意見聴取等について
　⑶　今後の「再整備」に向けた考えについて
１　高齢者福祉について
　⑴　認知症予防のための聴覚検診について
　⑵　「お元気ポイント」制度の導入について
２　北島地域のまちづくりについて
　⑴　まちづくりの進捗状況について
　⑵�　硬式野球にも対応できる総合グラウンドの

設置について
１　�市立小・中学校のプール建てかえ計画について
　⑴�　浄化装置のないまま５６年間も使われてい

る門真小学校などのプールをいつまで放置す
るのかについて

　⑵�　小・中学校のプールは耐震診断をしている
のかについて

　⑶�　新設される門真はすはな中学校のプールと
浄化装置のないプールとの経費比較について

１�　門真市財政健全化計画・中期財政見通しについて
⑴　財政健全化計画の見直しの要因について

　⑵　新たな門真市財政健全化計画について
２　空き家対策について
　⑴　門真市における空き家の現況について
　⑵�　防災・防犯の観点からの空き家対策について
１　門真市民憲章について
　⑴　市民憲章の見直しについて
２　市民協働における人づくりについて
　⑴�　協働を進める上でのリーダーの育成について
１　東部地域の公共施設整備について
　⑴�　弁天池公園横の市立養護老人ホーム跡地活

用について
　⑵�　売却でなく、公民館等、市民活動拠点の場

にすることについて
１　高齢者福祉について
　⑴　緊急通報装置の拡充について
２　自殺防止について
　⑴　心の健康について
１　財政運営の透明性について
２　人事について
　⑴　女性管理職の比率について
　⑵　人事異動について
１�　市立養護老人ホームの廃止に伴う市有地の無

償貸与について
２　理事者の説明事案のあり方について

平成 22 年度決算額一覧表　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区分

会計名 歳入総額 歳出総額 歳 入 歳 出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支

一　般　会　計 50,827,474 50,093,059 734,415 31,275 703,140

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業 16,792,165 21,543,167 △ 4,751,002 0 △ 4,751,002
公 共 下 水 道 事 業 5,355,019 5,163,598 191,421 0 191,421
都 市 開 発 資 金 0 0 0 0 0
公共用地先行取得事業 1,219,898 1,219,898 0 0 0
老 人 保 健 事 業 4,648 2,668 1,980 0 1,980
後期高齢者医療事業 1,018,384 973,481 44,903 0 44,903

合　　　計 75,217,588 78,995,871 △ 3,778,283 31,275 △ 3,809,558


